
「青空の下、グランフロント大阪前の広場に特設レーンを設置してボウリングイベント
を開催したい」。“あやふぁー”こと久保田彩花プロが抱いた前代未聞の夢が、一年越しで
現実となった。屋外でのボウリングイベントというと、34年前の「国際スポーツフェア
88春」（国立代々木競技場）で特設テント内に4レーンが設置され、ボウリング教室が開催
された例があるが、雨よけのない文字通りの“青空ボウリング”は今回が日本初。イベント
前日は未明まで雨が残り、レーン施工中にも小雨がパラついて開催が危ぶまれたが、幸い
当日は好天に恵まれ、会場は午前のプレオープン時から大勢のギャラリーでにぎわった。
4人の出演プロが3ショットマッチやペア対決で楽しませ、来場者体験会に延べ210人の
老若男女が参加した今イベントは、関係者や広場を行き交う人々のSNSでリアルタイム
に拡散されて大きな反響を呼んだ。長引くコロナ禍に苦しむボウリング界に、一条の“希
望の光”が射し込んだ――。　　　（主催：株式会社ベスティ／後援：グランフロント大阪）

青空ボウリング㏌うめきた広場

▲イベント発起人の久保田プロ
には　特別協賛の株式会社ラ
イテック・廣田拓郎社長から最
優秀選手賞として宮古島のホテ
ルペア宿泊券が贈呈された

晴れた日に“希望”が見えた！
4月16日／グランフロント大阪　うめきた広場

けないというプレッシャーで、
寝ては起きてを繰り返していま
した。当日、会場に着いてから
も慌ただしくて食事がとれず、
夕方4時くらいまで水分しか口に
せずに、ずっと特設レーンの上
にいました。
ゲストプロに関しては「やっぱ

りトークで場を盛り上げられる
人じゃないと」というお話を担当
の方として、YouTubeなどで
しゃべり慣れている人を指名さ

前日は広島で夜遅くまで仕事
をしていました。大阪は雨だっ
たようですが、当日は晴れの予
報だったし、運営チームの方か
ら「雨はやんだので大丈夫そうで
す」「レーンが組み上がりまし
た！」などとLINEで連絡をいた
だいていたので、心配はしてい
ませんでした。
その晩は歴史的なイベントの

本番が翌日に迫った緊張と、朝4
時半には起きて移動しなきゃい

せていただきました。その点で
は安心していましたね。
今は「無事に終わってよかっ

た」という安堵感と「お客さんは
楽しんでくれただろうか？」とい
う不安が交互に押し寄せて、ま
だ少し気持ちが張り詰めている
感じです。
今回のイベントは、通りすが

りの人たちの目にも触れて、「ボ
ウリングをやっている」「ボウリ
ングにもプロがいるんだ」という
ことを、少しは知ってもらえたか
な、と。これをきっかけに、一日

今月の表紙●久保田彩花 のうちのほんのひとときでもボ
ウリングのことを頭に浮かべる
人がいてくれたら今回の試みは
成功で、私はその小さな一歩の
お手伝いができたんだと思いた
いですね。
正直まだ余韻に浸っていると

ころもあって（笑）、この先のこ
とは何も考えていませんが、こ
のイベントでみなさんからいた
だいたご支援を私自身のパワー
に変えて、試合の結果で恩返し
できるように頑張りたいと思い
ます。　　（4月18日に電話取材）

❶イベント発起人の久保田プロは一年越しで実現した夢の舞台に大張り切りだった❷午前のプレオー
プン時から大勢のギャラリーが詰めかけ、レーンを取り囲んで熱心に見入っていた❸新米ママさんの
山田プロがちびっ子の“はじめてのボウリング”を優しくアテンド❹時折吹く強い風にあおられ、アプ
ローチでよろける人も❺大阪でのチャレンジ前に立ち寄ったという小林哲也プロが飛び入りし、ハウ
スボールで見事な投球を披露。「思いがけず投げさせてもらって、いい経験になりました（笑）」❻左か
ら加藤祐哉、久保田、山田、川添奨太の出演プロ。4人は軽妙な掛け合いでイベントを盛り上げた❼イ
ベントMCを務めた扇一平アナ。ちなみに「“超”のつく晴れ男」だそうだ❽フードが外されて中が丸見え
のピンセッター。ギャラリーも興味津々だった❾協賛社ブースで販売されていた記念Tシャツ＆スポー
ツタオルは早々に完売！10「ボウリング丸わかりブース」に展示されていた日本最古の木製ボール。関
係者によれば、現在の評価額は何と2000万円！11プロコーナーのラストには川添プロがトリック
ショットに挑戦も、あえなくガターに1213イベント中には「JPBA★SSSカップ」の大会テーマソング
でお馴染みのAINAKANNAと“国境なき民族音楽団”シャルキイロマのミニライブも開催された14「嫁
さんと買い物をしていた」という安里秀策プロも飛び入り。川添プロの“投球模写”がバカ受け15終了間
際にはボウリング漫画『きゅぽかよ』の作者・渡辺大樹さんが仕事先の滋賀から駆けつけ、持参のマイ
ボール・マイシューズで特設レーンを体験。「こういうイベントが起爆剤になって、ボウリングがもっ
ともっと世間に広まっていってほしいですね」
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